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建築家の自邸評価

……
ﾘ下道郎　　　　　　　　　　　　　　　　西村伸也［親駄学副学長エ鞘教授］

木下道郎さんのドックシ・ウスを読んでみる

　建築計画評価委員会が建築家の住宅　　　た1／100のザックリしたプランを見　　　ことができるほどに、開いた住宅がそ

を記述する3回目は、木下道郎氏の自　　ながら、「木下邸を読んでみる」こと　　こにある。

邸「ドッグハウス」である。2005年4　になった。その名前から犬小屋のよう　　間仕切りを収納する二重になった壁

月に竣工したこの家には、木下道郎氏　　　に耳を立てた部屋が並んだ住宅に向　　　が、住宅の内部と外部との境をつくる。

ご夫婦が大学生と高校生の2人の子ど　　かってみると、木下氏が考えそして空　　南側個室の間仕切りはすべて西に向

もと暮らす。三鷹市下連雀は、古き住　　間として解いたいくつかの仕組みが見　　かって開くように設計されているの

宅がゆったりとした時間とともに、そ　　えてくる。　　　　　　　　　　　　　は、家族室の方向に個室が向かう仕組

れそれの生きた時間を個性として刻み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みである。北側キッチンの間仕切りは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll住む広場
ながら建ち並んでいる場所である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逆に個室に向かって東に開き、家族室

ドッグハウスは、そんな第一種低層住　　　個人の部屋四つは大きさが全く同じ　　と個室との相互浸透的な空間がそこに

居専用地域にあった家を改築して生ま　　で、デッキに向かって2mの高さの低　　織り込まれている。しかし、四つの個

れた。11m×18mの敷地いっぱいに、　　い軒が続く姿は、平入りの町家が住宅　　室と同じ西の方向に間仕切りを開けな

南と北側の隣地の境界に木目が透ける　　の中に街の景観をつくっているように　　がら、東のデッキ端部に近い洗濯室と

薄黒の壁を立ち上げて、二つの空間が　　も見える。家族のひとり一人が個人の　　バスでは、この間仕切りが空間を逆に

東西に長い外部デッキを挟んでいる。　　空間を持ちながら、デッキに向かって　　閉じる仕掛けともなっている。

北側の外壁はガルスパンというガイバ　　均等にそれぞれの部屋を開けている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll間の深さ
リウム貼で、どちらの隣地に対しても　　大きくゆったりと傾斜した屋根によっ

その壁はほどよく低く、全体として住　　て切り取ることができる空は広く、家　　　玄関に入るといくつかの小さな部屋

宅地の景観になじんでいる。　　　　　　族全体が住むための広場を持つ気持ち　　が縦に並ぶ。玄関の収納、トイレ、数

　木下邸の魅力を来訪者として目一　　のいい住宅である。シマトネリコが若　　多くのCDコレクションの棚が、リビ

杯に楽しんだその記憶をたどりなが　　葉をつけているデッキの東端に座る　　ングに続く廊下に縦に重ねられてい

ら、そして木下氏から送っていただい　　と、個室も家族室も全部に目を向ける　　る。外から住宅内に入る時には、重なっ

写真11「アッラペルト」の専用椅子でくつろぐラブラドールの「フク」　　写真21日差しの強い休日には日よけとビールが登場します
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た空間の襲をすり抜けて、デッキの緑

を見ながら白いソファーが置かれてい

るリビングに至る。短い中に空間の層

をギューと押したたんで住宅の奥と深

さをつくり出している。

　この玄関を含む北側の棟には家族室

（リビングとダイニング）があり、南側

の棟に風呂・洗濯室・家族4人の個室

が配置されている。この並びは、デッ

キに植栽のスペースを玄関の廊下に

沿って空けたことで、決まったように

思える。植栽のスペースは玄関からリ

ビングの途中、ちょうど南側の長男の

部屋の壁のところまでで、この植栽ス

写真31竣工直後の道路側外観。左が個人棟で右が家族棟

ペースの脇に狭い廊下が長女、夫人室　　寝から同寝に変化する時にこの4つの

に伸びている。これは、玄関、家族室、　　部屋が一体化されること等のさまざま　　　2005年4月の竣工以来50カ月が経

風呂、洗濯室、木下氏、長男、長女、　　な変化が可能である。ご自身がその　　過しました。竣工までのことはいろい

妻の部屋がこの順で左回りに螺旋を描　　時々の年齢にあった空間へと自邸を変　　うなところで文章にしているので今回

くように並び、女性の部屋を住宅の奥　　化させていくことを想像させる。それ　　は竣工後実際に生活が始まってからの

に位置付けるように計画したものであ　　ほどに、この家は住まいの種のような　　ことを書いてみたいと思います。

る。植栽のデザインに部屋の並びと空　　魅力ある建築である。　　　　　　　　　　この家の最大の特色は家全体が屋外

間の奥行きをきめる力を持たせた平面　　　　自邸の設計に対峙して、「やりたい　　空間によって家族棟と個人棟の二つに

構成は巧みだ。　　　　　　　　　　　　ことを整理できない停滞の期間」も抱　　完全に分断されているという常なら兎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えながら、木下氏が7年かけたこの設　　平面構成にあります。四つの個室はこ

1唯のたね　　　　　計には、たくさんの思いとアイディア　の囲棟握外空間からのみ出入りす

　木下さんが「お風呂を家族室側にす　　　と空間の仕掛けが込められている。私　　るようになっているほか、洗面所、浴

ればよかったかもしれない」と漏らし　　が読めるのは大きな勘違いを含めてほ　　室、居間、食事室、厨房もここに開い

ているのは、高齢になった時の使い方　　んの少しでしかない。木下氏はシマト　　ています。単に中庭とかデッキとかい

を考えてのことである。風呂は個室に　　ネリコの成長や花の開花を愛でるよう　　う言葉では表しきれない「外の廊下」

つくよりもリビングやダイニングと　　に、この家が住み手の変化に対応して　　　とでも「家族の広場」とでも言えそう

いった家族の集まりの部屋にあること　　成長していく様子も示すことができ　　な独特の空間に、よく遊びに来る隣i人

を考えている。しかし、キッチンとバ　　　る。自邸の設計に込められたこの大き　　が「アッラペルト」all’a　pertoと名前

スを結ぶ中庭に屋根を付けて内部化す　　な楽しみを持ち続けられるのは優れた　　を付けてくれました。イタリア語で「屋

ることや、子どもたちの独立後に子ど　　建築家の特権である。　　　　　　　　　根のない」という意味だそうです。た

も室を挟んで両脇にあるご夫婦の部屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ外部空間が身近にあるというだけで

が、その2室をそれぞれのユーティリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なく、家族の結びの領域が実体として

ティールームに使うこと、ご夫婦が別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認識されやすくなっているという空間
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構成が「アッラペルト」を独特な空間　　ありません。積もるような雪は4冬で　　高校生へと大きく成長しました。4人

にしているようです。「アッラペルト」　　2，3回。除雪シャベノレを用意してお　　それぞれの個室の扉は型板ガラスの枢

に焦点をあわせて竣工後のわが家の成　　いて朝一番に雪かきをして通路を確保　　戸ですので部屋の中の気配がほどよく

長の様子を書いてみます。　　　　　　　　しました。あえて雪止めはつけなかっ　　家族棟のほうに伝わってきます。個室

身近な外部空間としての「ア。ラペルト」　たので屋根に積もった雪の滑落㈱的　1ま収納給めて4畳半と旧中籠って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。積雪地域には適していない家で　　いるのに十分な広さではないというこ

　竣工写真を撮った時点では植えられ　　す。天気の変化には敏感になりました。　　ともあり「アッラペルト」への出入り

ていなかった植物が竣工直後の夏に植　　天気予報も頼りにはしていますが　　　は頻繁です。各個人の独立性は重んじ

えられ、シマトネリコを成長頭に　　「アッラペノレト」から伝わってくる気　　ながらも賑やかな楽しい暮らし、とい

ジューンベリー、チョークベリー、ブ　　配でおおかたの予測はできるように　　う狙いどおりになっています。わが家

ルーベリーなどが著しく成長しまし　　なっています。「アッラペルト」は東　　ができてからの最大の変化はなんと

た。下草や鉢植えのバラなども年々数　　西に細長いので太陽の動きがよくわか　　いっても来客の飛躍的増加でしょう。

を増やし、春から秋にかけては緑が溢　　ります。太陽が一日中さまざまな方向　　雑誌やテレビなど取材での来客だけで

れています。一年目に枯れてしまって　　から差し込んでくるので「アッラペル　　はなく、友人・隣i人など多くの人がわ

植えかえてもらった檸檬だけは花の数　　　ト」の雰囲気は劇的に変化します。生　　が家に遊びに来てくれました。たいし

が年毎に減ってかなり苦戦をしている　　活は太陽中心にかなり早起きに変わり　　た広さではない家族棟が「アッラペル

ようです。もともと植物も嫌いではあ　　ました。夜中にトイレに行くこともあ　　　ト」と連続することで予想以上に多く

りませんでしたが、日常生活の場の中　　　ります。冬ならば外は寒いので、いい　　の人を許容する空間となります。普段

でたくさんの植物をすぐ近くで見るこ　　歳になってきた私などにはからだによ　　の暮らしと人がたくさん集まる時とで

とができるようになって、植物に対す　　くないようですが、深夜の夜空の下の　　は空間に求められるものが異なってい

る関心が飛躍的に高まりました。芽が　夜気もまた格別です。太陽、天候、季　ます。そうたびたびあるわけではない

出たり、蕾ができたり、花が咲いたり　　節。自然の細やかな動きに敏感な暮ら　　パーティのような機会に足りなくなる

だけではなく、そこに飛来する蝶や虫、　　しを楽しんでいます。　　　　　　　　　機能を「アッラペルト」が補ってくれ

彼らのタマゴや幼虫などかなり細かい　　　幸か不幸か扉がすべて引き戸なので　　ているように思います。大人たちの集

モノにまで目がいくようになり、季節　　犬も猫もいつでも好きな時に屋外に出　　いであっても「アッラペルト」に姿を

の移り変わりを細やかに楽しむことが　　ることができます。勝手気ままに出入　　現した子どもたちは自然に集まりに顔

できるようになりました。　　　　　　　りを繰り返し「アッラペルト」でごろ　　を出すことになって何かしらの出会い

　普段は私は裸足で、人によってはサ　　　ごろと寝そべっている彼らの姿を見る　　が生まれます。ここでのさまざまな出

ンダルで屋内屋外を行き来していま　　とわが家を一番享受しているのは動物　　会いが私たち家族の暮らしを楽しくし

す。雨や雪の時は出入りのところで履　　たちのような気もしてきます。　　　　　てくれているのだと思います。

き替える必要があるので足ふきマット
が随所に出現します。よく話題になる　家族の結びの領域としての「アツラペルト」

「家の中で傘」は一度もやっていませ　　　家族構成はパピョンという小さな犬

ん。傘がほんとうに必要なほどの距離　　が竣工の年に「群れ」に加わったほか

がないからでしょう。猛烈な雨は永く　　は、猫も含めて変わりがありません。

は続かないので少し待つことになりま　　大人は少し歳をとっただけですが息子

す。その手の大雨は年に1，2回しか　　　は高校生から大学生、娘は小学生から

概要

所在地：東京都三鷹市

敷地面積：195．26m2延床面積94，66m2

構造：木造

階数：地上1階

竣工：2005年4月

設計者：木下道郎／ワークショップ

施工者：平野建設
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